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研 究

日中保育者のメンタルヘルスに関する比較研究

一レジリエンスに着目して一

王 路礒1），上村　眞生2），七木田　敦3）

〔論文要旨〕

　似通うストレス環境における日中両国の保育者のメンタルヘルス状況が異なる原因として，レジリエンスと呼ば

れる対応力の差異が考えられるため，本研究では，日本の保育者のレジリエンス状況との比較を通して，中国の保

育者のレジリエンス状況を明らかにし，メンタルヘルスの改善に示唆を得ることを目的として，日中保育者の465

人に対して調査を行った。その結果，中国の保育者の全体的なレジリエンスやソーシャルサポートは日本の保育者

より低く，中国のベテラン保育者の自己効力感が特に低かった。また，日本の保育者は経験年数の増加に従い，レ

ジリエンスが増強していたが，中国の保育者のレジリエンスは低下していた。これらの結果から，中国においては

全体的に保育者のソーシャルサポートを充実させ，ベテラン保育者の自己効力感を高める支援体制の構築が必要で

ある。
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1．背景と目的

　近年，日中両国の保育者はさまざまな面で共通の問

題に直面している。まず，職務環境の面では，保護者

に対する支援のみならず，地域の子育てや家庭の保護

者支援を積極的に行うことも保育者の役割として強調

され，保育者が地域や家庭への支援にも関わるように

なった。併せて，「保育の質」の向上のため，現場の

保育者は集団遊びの準備，子どものケア，連絡帳の記

入などの従来の業務に加え，園内見学の準備，研修会，

専門家による講演会などの受講も要請されるように

なった。日常の職務において，「モンスターペアレンツ」

と呼ばれる保護者への対応が困難であるといった声も

よく聞かれる。職場環境の面では，保育職も含まれる

ヒューマンサービスの職種では，対人関係を伴う故に

精神面に支障を来しやすいことが知られている1～3）。

在職の保育者が，職場の上司，同僚や，保護者などと

の人間関係について，大きな負担感を抱いていること

も先行研究で指摘されている1）。また，保育職は，中

国では98％，日本では95％という高い割合を女性が占

める職種である。そのため，自分の仕事以外にも，両

国で伝統的に女性の役割であると考えられる炊事や子

育てなどの家族の世話をする必要に迫られるなど，女

性保育者に対する負担は大きい。このように，日中両

国の保育者には，職務内容，職場環境，社会環境にお

いて，共通する負担がかかっている。

　とりわけ中国において，保育者は以上のような多

忙感や人間関係などの負担により，ストレスが溜ま

り，精神的健康とも呼ばれるメンタルヘルス（men－

tal　health）が良好でない状況にあると指摘されて
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いる3・　4）。例えば，中国でメンタルヘルスの状況を測

定するために広範に使用されるSCL－90症状自評量

表（Self－reporting　lnventory－90；90項目で構成さ

れ，各項目4点の満点に対して，2点以上を取るこ

とで，メンタルヘルスが良好でない状況にあると判

断される）を利用した研究により，藩陽市の保育者

では，12．5％が抑うつ感を，125％が焦燥感を，9．7％

が恐怖感を持っているとされる。これは一般成人の

2倍近くメンタルヘルスが良好でない状況にあり5），

山東省や山西省の保育者を対象とした調査において

も同様の状況であった6，　7）。このように，各地の保育

者のメンタルヘルス状況は良好とはいえない。保育

者のメンタルヘルスの悪化により，仕事効率の低下，

子どもの虐待，離職年齢層の拡大などが発生してい
る4）。

　一方，日本の保育者のメンタルヘルス状況を一般女

性と比較した結果，全体的に心の健康度が高い状況に

あった8）。富田の調査では，ストレスを感じている保

育者の比率は84．9％と高かったが，そのストレスの解

消が上手くいかなくて困っている割合は28．5％であっ

た9）。この結果から，日本の保育者はストレスの解消

に成功しており，その精神健康度は高いといえよう。

　さまざまな面で共通する問題に直面しているにもか

かわらず，日中保育者のメンタルヘルスの状況は異

なっている。その理由に関しては，個々人の対応能力

の差異もあるであろう。Mastenは，メンタルヘルス

の状況を，個人が置かれるさまざまな状況から刺激を

受けて形成されると述べている1°）。すなわち，メンタ

ルヘルスの状況は，個人の対応と環境との相互作用に

よって形成されていく。個人のストレス対応について，

近年レジリエンス（resilience）という概念を用いて

説明されている。Mastenによれば，刺激を受けた際に，

人々は無意識的に自ら保持する忍耐力を用いて対応し

ている。一時的に不適応な状況に陥った際にも，回復

力で正常に戻ろうとする。この忍耐力と回復力を合わ

せたストレス対応能力がレジリエンスである1°）。類似

な環境においても，個々人のレジリエンスに差異があ

るため，メンタルヘルスの状況が異なると推測できる。

また，先行研究において，保育者に関する研究は見当

たらないが，小中学校の教員に関して，外部の影響要

因が同様でも，個人の対応能力の違いにより，メンタ

ルヘルスの状況に差異が生じるという報告がある11）。

さらに，困難な状況に陥った場合でも，耐性力を高め
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ることにより，メンタルヘルスが悪化しにくいことも

検証されている1213）。保育者は小中学校の教員と同様

に師範学校（教員／保育者養成校）を卒業し，子ども

を対象とした環境で仕事をすることから，対応能力の

差異により，メンタルヘルスの差異が生じていると推

測できる。

　そこで，本研究では，深刻な状況に適応しようとす

る能力であり，ストレス耐性力とも言われるレジリエ

ンスに着目して8），日中両国の保育者のメンタルヘル

スの差異に関して検討した。レジリエンスは人が無意

識的に自ら保持する能力であり，ストレスの影響に対

する予防要因あるいは緩衝要因とされる14）。保育者の

メンタルヘルスを改善するためには，外的な環境を整

えるだけでなく，保育者自身の内的な適応能力も重要

である。そのため，本研究では，日本の保育者と比較

して，中国の保育者のレジリエンスの状況を明らかに

した。それを通して，メンタルヘルスの改善に示唆を

得ることを目的とした。

1．研究方法

1．調査対象ならびに調査期間

　一般的な保育者のレジリエンスを測定するために，

特定の地域の保育者のみが調査対象とならないよう配

慮し，両国の複数の県の幼稚園や保育所等の保育施設

において，中国人保育者200人，日本人保育者265人を

対象に調査した。中国における調査期間は2014年8～

9月，日本での調査期間は2009年11～12月であった。

中国の調査は回収数200部（配布数200部），有効回答

数189部（回収率100％，有効回答率94．5％）であった。

日本での調査は回収数204部（配布数265部），有効回

答数201部（回収率77％，有効回答率75．8％）であっ

た。なお，本調査は西南女学院大学倫理審査委員会に

よる承認を受けて実施した（承認番号2014年度第7号

と2009年度第12号）。

2．調査内容

　本研究では，保育者のレジリエンスについて，日本

で開発され，韓国15）などでも使用されている「S－H式

レジリエンス検査表」を指標として用いた。この指標

は，社会的な資源をどの程度有しているか評定する

「ソーシャルサポート因子」，対象者自身がどの程度自

立していると感じているか評価する「自己効力感因

子」，他者とどのようにコミュニケーションするか評
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価する「社会性因子」の3因子で構成されている。こ

の調査票を用いて，日本と中国の保育者が有している

レジリエンスを測定した。

　また，調査票の信頼【生に関して，S－H式レジリエン

ス検査を標準化した際のα係数は，ソーシャルサポー

ト因子：α＝．85，自己効力感因子：α＝．81，社会性

因子：α＝．77であったのに対して，中国の保育者と，

日本の保育者に対して行った調査により得られたレジ

リエンスの各因子のα係数はそれぞれ，ソーシャルサ

ポート因子：α＝．81，α＝．83，自己効力感因子：α

＝ ．79，α＝．85，社会性因子：α＝．73，α＝．80であっ

たため，同程度の信頼性を示した。なお，中国の保育

者に対しては，中国語版の調査票を，日本の保育者は，

日本語版の調査票を用いた。

表1　中国における保育者の経験年数別に見たレジリ

　　エンスおよび構成因子の得点

人数平均値
標準　　KruskaL　多重

偏差値WdllS擬　比較

　　　　　新人　　　ll6

レジリエンス中堅　　　29

　　　　　ベテラン　　44

i謂il－］1

　　　　　　新人　　　ll6
ソーシャル
　　　　　　中堅　　　29
サポート
　　　　　　ベテラン　　44

i㌫lii・｝］

　　　　　新人　　　116

自己効力感　　中堅　　　29

　　　　　ベテラン　　44

ii｛ii｛i・］］｝

　　　　　　新人　　　116

社会性因子　　中堅　　　29

　　　　　　ベテラン　　44

18．09　　　　2．01

18．24　　　　2．03　　　n．s．

18D9　　　　192

n．s．：非有意，’：p＜．05

3．分析方法

　Hiewらによれば，レジリエンスは個人内に存在し，

後天的に獲得できる能力である16）。また，上村により，

保育者のレジリエンスは経験年数により変化してい

た8）。先行研究を踏まえ，本研究では，保育者のレジ

リエンスについて，保育経験年数が5年未満の保育者

を「新人」，5年以上20年未満の保育者を「中堅」，20

年以上の保育者を「ベテラン」に分類し，経験年数別

にレジリエンスの差異を検討した。

　また，両国の保育者の経験年数別に見たレジリエン

スおよび構i成因子の得点のlevene等分散性検定は棄

却されたため，Kruska1－Wallis検定を用いて，経験年

数の各群のレジリエンスおよび構成因子の得点差を検

討した。両国の保育者のレジリエンスの比較について，

全体ならびに経験年数群ごとに，レジリエンスや構成

因子の得点の平均値に対して，t検定を行った。

表2　日本における保育者の経験年数別に見たレジリ

　　エンスおよび構成因子の得点

人数平均値
標準　　Krus固　多重

偏差値燗1鹸定　比較

　　　　　新人　　　107

レジリエンス中堅　　　42

　　　　　ベテラン　　52

：illii・｝］

　　　　　　新人　　　107
ソーシャル
　　　　　　中堅　　　42
サポート
　　　　　　ベテラン　　52

50．88　　　　6．27

50．43　　　　5．20　　　n．s．

52．48　　　　5．70

　　　　　新人　　　107

自己効力感　　中堅　　　　42

　　　　　ベテラン　　52

ジii・㍗
　　　　　　新人　　　107

社会性因子　　中堅　　　42

　　　　　　ベテラン　　52

18．19　　　　2．85

1729　　　2．88　　n．s．

18．69　　　　3．55

皿．結 果

1．中国における保育者のレジリエンスの状態

　中国の保育者に対する調査は，日本語版の「S－H

式レジリエンス検査表」を中国語に訳した検査表を用

いた。Kruskal－Wallis検定により，レジリエンス，ソー

シャルサポート，自己効力感において，群間に有意差

があった。中国の保育者のレジリエンスについて，各

群の全体的なレジリエンス，各群の自己効力感新人

保育者や中堅保育者とベテラン保育者とのソーシャル

サポートに関して，有意差が認められた。他の箇所に

は有意差が認められなかった。全体的なレジリエンス

n．s．：非有意，＊：p＜．05

の高さは，中堅保育者，新人保育者，ベテラン保育者

の順であった。自己効力感も同じ傾向であった。また，

ソーシャルサポートにおいても，ベテラン保育者の得

点が一番低かった（表1）。

2．日本における保育者のレジリエンスの状態

　日本の保育者に対する調査は，「S－H式レジリエン

ス検査表」を用いた。その結果は表2に示すように，

新人保育者や中堅保育者とベテラン保育者との全体的

なレジリエンスに関して，有意差がみられ，ベテラン

保育者の得点が有意に高かった。自己効力感も全体的

なレジリエンス得点と同じ傾向にあった。他の箇所に

有意差は認められなかった。
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表3　経験年数別に見た日中両国の保育者のレジリエンスおよび構成因子の得点

レジリエンス　　　　　　　ソーシャルサポート

　平均値　　　　　　　　　　　平均値

±標準偏差値　　t値　　p値　　±標準偏差値　　t値

　　　自己効力感　　　　　　　　社会性因子

　　　　平均値　　　　　　　　　　平均値

p値　±標準偏差値　t値　p値　±標準偏差値　t値　p値

　　中国　9622±7．32
全体
　　日本　104．20±11．48

　　　　　　43．46±4．26
8．24＊＊　　0．00　　　　　　　　　　　　　　　　1485＊＊　　0．00

　　　　　　51．20±594

34．65±4．16　　　　　　　　　　　　　　　18．11±1．98

　　　　　0．47　　　0．82　　　　　　　　　　　　　　　0．07　　0．75
34．88±5．35　　　　　　　　　　　　　　　18．13±3．08

　　中国　9699±7．19
新人　　　　　　　　　　4．43＊＊0．00
　　日本　　　　　102．58±11．40

44．08±4．14
　　　　　　4．98＊＊　　　0．00
50．88±627

34．83±4．34　　　　　　　　　　　　　　　18．09±2．01

　　　　　2D7＊　　O．04　　　　　　　　　　　　　　　　0．30　　0．76
33．51±5．ll　　　　　　　　　　　　　　18．19±2．85

　　中国　99．59±2．98
中堅　　　　　　　　　　　　1．34　0．19
　　日本　101．88±10．51

44．90±1．70
　　　　　　6．41＊＊　　　O．OO
50．43±5．20

36．45±2．61　　　　　　　　　　　　　　18．24±2．03

　　　　　2．67＊＊　0．01　　　　　　　　　　　　　　　　1．64　　0．10

34ユ7±4．55　　　　　　　　　　　　　　　17．29±2．88

ベテ中国　91．98±7．93

ラン日本　109．42±1．52

　　　　　　4089±4．74
　　　　　　　　　　　　10．72＊＊　　0．009．03＊＊　　0．00

　　　　　　52．48±5．70

33DO±3．95
　　　　　5．60＊＊　0．00
38．25±5．04

18．09±1．92
　　　　　1．05　　0．30
18．69±3．55

＊p〈　．05，　”p〈　．01

3．日中両国における保育者のレジリエンスの状態の比較

　レジリエンスの得点は保育者のストレス忍耐力を表

すため，両国の保育者のストレスに対する忍耐力の比

較を，レジリエンスおよび3構成因子の得点の比較を

通して行った。

　その結果，表3に示すように，両国の保育者のレジ

リエンスおよび構成因子の比較結果において，中国の

保育者のレジリエンス得点t（343）＝8．24や，ソーシャ

ルサポート因子得点t（363）；14．85は，日本の保育

者より低かった。また，日中新人保育者の比較におい

て，中国の新人保育者のレジリエンス得点t（176）＝

4．43や，ソーシャルサポート因子得点t（181）＝498が，

日本の新人保育者より低く，自己効力感因子得点t

（221）＝2．07は日本の新人保育者より高かった。日中

中堅保育者の比較において，中国の中堅保育者はソー

シャルサポート因子得点が日本の中堅保育者より低く

（t（53）＝6．41），自己効力感因子得点は日本の中堅保

育者より高かった（t（21）＝2．67）。さらに，中国の

ベテラン保育者は，全体的なレジリエンス得点t（92）

＝ 9．03，ソーシャルサポート因子得点t（94）＝10，72，

自己効力感因子得点t（94）＝5．60の3項目は，日本

のベテラン保育者より低かった（いずれもp〈0．05）。

IV．考 察

1．日中両国の保育者のレジリエンスの実態

　中国の保育者に対するレジリエンスの調査結果で

は，新人保育者のレジリエンスは中堅保育者より低く，

ベテラン保育者より高かった。そこから，中国の保育

者のレジリエンスは経験年数別に差異が存在するもの

の，経験を積むことにより，レジリエンスが高まって

いないと推察される。この傾向は主に自己効力感因子

に表れるため，自己効力感の側面から考察する。中国

では，1990年代から「教育発展改革綱要」が公布され，

多くの中等幼児師範学校が昇格，合併などで高等幼児

師範学校に移行した。そのため，1990年代半ばより保

育者の学歴が急速に上がった。当時の保育者の多くは，

現在は中堅保育者になっていると推測される。高等幼

児師範学校卒の新人保育者や中堅保育者は中等幼児師

範学校卒のベテラン保育者に対して，ある程度の優越

感を持ち，自己効力感が高いと考えられる。また，近

年，高等幼児師範学校の過剰な規模拡大により，新卒

幼児師範生同士の競争が激しくなり，就職状況や待遇

なども以前より厳しくなった。そのため，近年就職し

た新人保育者の優越感や自信は，中堅保育者より低く

なり，自己効力感も中堅保育者より低くなったと考え

られる。

　さらに，近年の中国においては，新しいカリキュラ

ムに基づいて，実習時間が減少し，保育者と子どもの

接触が少なくなっている。例えば，張の北京師範大学，

遼寧師範大学，東北師範大学，陳西師範大学，内モン

ゴル師範大学と大慶師範学院の幼児師範大学生に対す

る調査では，実際の実習時間は，わずか4～6週間と

なっている。これは10年前の半分の時間にしかならず，

そのため就職した際に，実習でできなかったことを実

践で試そうとする保育者が多かったユ7）。この傾向は，

新人保育者の仕事の意欲が高く，またそこでの自己効

力感も高いと考えられる。しかし，保育者は経験年数

の増加に従い，子どもとの接触や職場の人間関係など

多面的な課題を抱え，挫折なども経験する7）。そのた

め，ベテラン保育者は自己効力感が低くなったと考え

られる。

　日本の保育者に対する調査結果においても，新人保
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育者や中堅保育者のレジリエンスはベテラン保育者と

差異があった。しかし，中国の保育者と異なり，日本

のベテラン保育者はレジリエンスが高まる傾向にあっ

た。また，自己効力感も同じ傾向にあり，日本の保育

者は経験を積むことで自己効力感が高まり，それに起

因してレジリエンスも高まったと推察される。

2．両国の保育者のレジりエンス状態の比較

　両国の保育者のレジリエンスや構成因子を比較した

結果中国の保育者のレジリエンスやソーシャルサ

ポート因子の得点は，日本の保育者の得点より有意に

低かった（表3）。レジリエンス得点は耐性力の数値

化であるため，日本の保育者のレジリエンス得点より

中国の保育者の得点が低いことは，日本の保育者と比

べて中国の保育者の方が耐性力が低いと考えられる。

また，全体的に両国の保育者のレジリエンス構成因子

を比較した結果ソーシャルサポート因子だけに有意

差が認められた。すなわち，両国の保育者のレジリエ

ンスの差異は主にソーシャルサポート因子に表れてい

る。

　近年の中国において，単身赴任の保育者が多くなっ

ている。例えば，雲南省の幼児師範（保育者養成校）

卒業生は北京市，上海市，天津市や昆明市に就職す

る割合が83．3％を占め，農村部の幼稚園に就職した卒

業生は13．8％のみであった18）。広西省の本科（四年制

大学）卒業生も出身地に戻る比率は1291％と低かっ

た19）。このように家族と離れ，単身生活をする保育者

が多く，親などからのサポートを得にくい。また，職

場環境において，上司，同僚などの人間関係は，保育

職の従来の課題であり20），職場からのサポートも得に

くい状況にあると考えられる。さらに，現在の中国は，

ほとんどの家庭の子どもは一人っ子であるため，親が

子どもに過剰な愛情を注ぎ，子どもを心配しすぎ，怪

我などをした場合，保育者の責任を問う「モンスター

ペアレンッ」なども多くなった。そのため，保育者は

保護者との良好なコミュニケーション環境を築くこと

が困難な傾向にある。このように，家族同僚や上司，

保護者からのサポートが得られにくいことが，日本の

保育者より中国の保育者のソーシャルサポートの得点

が低い原因であると考えられる。

　このように今日の中国の保育者は，周囲のソーシャ

ルサポートの環境が整っていない状況にある。レジリ

エンスを高めるために，保育者を援助できる環境つく
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りが必要である。そのため，今後の職場環境における

同僚上司や保護者などとの人間関係の改善などの環

境整備が，保育者のメンタルヘルスを改善する際に重

要な手段であると考えられる。

　両国のベテラン保育者同士の比較において，中国の

保育者は，レジリエンスやソーシャルサポートの面で

日本の保育者より低いだけではなく，自己効力感にお

いても日本のベテラン保育者より低かった。学歴社会

の中国において，ベテラン保育者は保育の経験を多く

蓄積した一方で，学歴の高い中堅や新人保育者とほぼ

同じ賃金で働くため，自信や優越感が得られにくい。

これに対して，日本のベテラン保育者は経験を積むに

従って，賃金が上がり，中堅や新人の同僚に対する劣

等感がほぼない。このような違いが，中国のベテラン

保育者の自己効力感が日本のベテラン保育者の自己効

力感より低い理由であると考える。

　中国のベテラン保育者の自己効力感の低下を解決す

るため，賃上げなど待遇改善以外にも，幼稚園などの

施設においてこれまで設定されていないカウンセリン

グや研修の場を設けることも必要であろう。現在の中

国の保育者はメンタルヘルスの状況が危機的な状況に

あるといえるが，これに対する支援が十分に行われて

いない。このような状況に対して，幼稚園での単独の

対応には限界があることから，地方の教育委員会が新

人保育者を対象に実施する心理健康養成講座などに，

ベテラン保育者も対象に入れる必要がある。

3．経験年数の変化による理想的なレジリエンスの変化

　Stoneによると，職業人の経験年数の増加による専

門的な知識，スキルの発展，ならびに精神的な安定の

持続は，職業を維持する重要な条件となる21）。すなわ

ち，保育職の安定と持続のために，保育者の経験年数

の増加により，レジリエンスの能力が高まることも必

要である。また，これも保育者のキャリア形成におい

て，理想的なモデルである。しかし，経験年数の変化

によるレジリエンスの変化について，日本のベテラン

保育者のレジリエンスが新人保育者や中堅保育者より

高い一方で，中国のベテラン保育者は，新人保育者や

中堅保育者よりもレジリエンスが低かった。新人から

ベテランへの移行過程が，順調に進んでいないと推察

できる。日本では，保育の経験年数により，悩みや課

題に違いがあることが認識されており，それに応じた

研修や支援が実施されている22）。中国においても，保
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育の経験年数に従った，支援施設や支援制度の構築が

必要である。

V．結　　　論

　本研究において，日本の保育者のレジリエンスと比

較して，中国の保育者のレジリエンスの状態が明らか

になった。その結果全体のレジリエンスの低下やベ

テラン保育者の自己効力感の低下が，現在の中国の保

育者のメンタルヘルスに関する喫緊の課題と考える。

これを解決するために，ベテラン保育者に対する待遇

改善や心理援助が必要である。しかし，中国の各地に

おいて，支援策や援助施設が不足しており，援助体制

が整っていないため，心理支援が十分に行われていな

い状況である。そのため，保育者のメンタルヘルスや

レジリエンスの状態を改善する際保育者，特にベテ

ラン保育者への支援体制の構築が必要である。

　また，日本では保育者の経験年数の増加により，レ

ジリエンスが高まる「成熟型」であるのに対して，中

国ではまだその傾向が形成されていない「発展中型」

であることも明らかになった。両国において，このよ

うな保育者の健康状態を把握することは，保育政策の

実施や改革を行ううえでも，重要な点といえるであろ

う。

　本研究では，日中保育者のレジリエンスに着目して

その状態を明らかにしたうえで，メンタルヘルスの改

善への示唆を考察したが，レジリエンスが高い保育者

のみが離職しないで保育現場に残っている可能性は否

定できない。そのため，離職直後の保育者を調査対象

に入れていないことと，本研究において，単変量解析

のみで得た結果による解釈は不十分な可能性があるこ

とは本研究の限界であり，今後の検討課題としたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　りpreschool　teachers　resilience　was　compared　with　that

of　Chinese　preschool　teachers，　with　a　total　sample　size

of　465　Chinese　and　Japanese　preschool　teachers．　The　re－

search　found　that　Chinese　preschool　teachers’ 　resilience

or　social　support　was　at　a　much　lower　level　than　that

of　Japanese　preschool　teachers，　and　that　experienced

Chinese　preschool　teachers　had　a　markedly　lower　level

of　self－efficacy．　The　resilience　of　experienced　Japa－

nese　preschool　teachers　had　increased　over　their　years

of　work，　whereas　resilience　of　the　Chinese　preschool

teachers　had　declined．　Therefore，　we　conclude　that　it

is　necessary　to　enrich　preschool　teachers’　social　supPort

as　a　whole，　and　to　construct　a　system　that　enhances　the

self－efi6cacy　of　experienced　preschool　teachers　in　China．

〔Summary〕

　　This　research　examined　the　state　of　preschool　teach一

　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ers　resilience　and　suggested　how　to　lmprove　thelr

mental　health　using　a　comparative　method．　Japanese
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